


プロフィール

女声コーラス“グリューン”

1992年（平成4年）、さいたま市・上尾市の各教育委員会と女子聖学院短期大学（現、聖学院大学）が主催した地域住民のための公開講座「コーラス」の受講生により発足。 藤

田明先生（聖学院大学名誉教授）の指導のもと、練習 ・活動を続けている。“グリューン”（Gron）はドイツ語で吋支’の意味。

1997年に第一回演奏会を開催以来 8回の定期演奏会を行っているほか、 2009年より聖学院大学チャペルにおいて毎年クリスマスコンサー卜を行っている。また、 2009年 9月

にウィーンのシュテファン大聖堂にてミサ曲の演奏を行う等多くの演奏会に出演している。

藤田明（指揮）

武蔵野音楽大学声楽科卒業。同大学専攻科修了。ラインラン卜音楽大学（ドイツ）声楽科卒業。その後、 1981年と 1998年、 2008年に再度ドイツ及びオーストリアに於いて研鎖を

積む。

1974年より 2013年まで毎年リサイタルを行い、「詩人の恋」「リーダークライス OP. 24 OP. 39」「阿つの厳粛な歌」「さすらう若人の歌」「亡き子をしのぶ歌」「マックスレーガ

ーのタベ」「美しい水車小屋の娘」「冬の旅」「白鳥の歌」「マゲローネによるロマンス」「H.ヴオノレフのイタリア歌曲集J等、演奏会で取り上げたドイツ歌曲はロマン派から現代ま

で数百曲に及ぶ。また、イタリアのローマ市郊外に於し、て開催された国際音楽祭でリサイタノレを行ったほか、数多くの演奏会に出演している。

聖学院大学名誉教授。 女声コーラス”グリューン”、女声アンザンブル”グリュツィーネ”桁卯省。

山田裕子（伴奏）

武蔵野音楽大学ピアノ科卒業。同大学院修了。

国際芸術連盟新人オーディション奨励賞。家永ピアノ・オーディション合格。ローゼンスト ック国際ピアノコンクール入選。

グリュツィーネの会ill.N. V. VI. Vil. Vlll. IXに出演。武蔵野音楽大学同窓会埼玉県支部主催新人演奏会、定期演奏会等に出演。ルーテル市ヶ谷にてジョイントリサイタルを行う。

小門敬子、ジュリア ・ガネフ、藤田節子の各氏に師事。

パステル音楽院講師。アンサンプノレ“グリュツィーネ”女声コーラス”グリューン”専属ピアニスト。

アクセス

問J

• JR高崎線宮原駅から

ースクールパス約5分／徒歩 15分

• JR I奇京線（ 川越線〕西大宮駅から
...スクールパス約 10分

• JR I奇京線（ 川越線〉日進駅から…徒歩 15分

女宮原駅 ・西大宮駅から

スクールパスが出ます。

Information 

・2016年 12月17日 （土）
ウィーン市主催『ウィーン国際アドヴェント合唱祭』に

出演予定

・2017年4月22日 （土）
東京オペラシテイコンサートホールに於いて、女声コーラス

“グリューン”『25周年記念演奏会』開催予定


